
登録日 2018/9/25 登録番号 Nscl031

腫瘍名 非小細胞肺がん 申請医師 呼吸器内科

投与スケジュール

Durvalumab 14日毎　（投与期間は12ヵ月間まで）

注意事項

参考文献

【適応】
・切除不能な局所進行の非小細胞肺がん（根治的化学放射線療法後の維持療法）
・臨床試験情報
　（StageⅢで2コース以上の白金製剤を用いた根治化学放射線療法実施後に疾患進行がない事例に使
用）
【調製上及び使用上の注意】
 ・放射線治療終了後から本剤投与開始までの期間：42日程度が目安
 ・放射線治療終了後、画像評価を行い、間質性肺疾患がないことを確認する。
 ・調製時は振盪せず、激しく撹拌しないこと。
 ・最終濃度は1～15mg/mLとする。
 ・調製後の保存
   室温保存で4時間以内に投与を開始すること。→不可能な場合、冷所に保管すること。
 ・インラインフィルターを使用（0.2または0.22μｍ)
　同一の点滴ラインで他の薬剤を併用同時投与しないこと。
 ・血管外漏出リスクは非炎症性に相当。
 ・免疫チェックポイント阻害薬の運用フローを参照。
　

1) イミフィンジ点滴静注　添付文書　2018年7月
2) イミフィンジ適正使用ガイド2018年7月版
3) N Engl J Med, 377, 1919-1929 (2017).

1コース 2コース
・・・ （day)

① 生理食塩水 50 ｍL 点滴 5分
（プライミング用）

② イミフィンジ 10 mg/kg 点滴 60分

生理食塩水 100 mL

③ 生理食塩水 50 ｍL 点滴 5分
（フラッシュ用）
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